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第３学年 道徳学習指導案

日 時 平成１７年１１月１１日（金）２校時

学 校 仁木町立仁木中学校

生 徒 ３年Ａ組 男子１１名 女子１２名

指導者 教諭 林 利 臣

１．主 題 名 誠実に生きる 内容項目 １－（３）

２．資 料 名 木村さんの失敗（自作資料）

３．主題設定の理由

１）指導内容について

これから進むべき道を選択することになる中学３年生。多くの生徒は、これからの人生において

の最初の選択であろう。しかし、これから先ずっと、人は自らの生きる道を模索していかなければ

ならない。進路だけではない。人はその瞬間、瞬間であらゆることを選択して生きている。身近な

ものでいえば、ＴＶを見るか見ないか、寝るか寝ないかなど例を挙げればきりがない。今回は教師

自らの経験を題材にして、その瞬間の悩みや葛藤を通して、誠実に生き、その結果に責任を持って

行動することの大切さを実感できる機会にしていきたい。

２）生徒の実態

学習に対して前向きに取り組もうとする生徒が多く、授業に対する取り組みも落ち着いている。

反面、わからないことに対し、すぐあきらめてしまう傾向も見られる。また、１つのものに取り組

むときに、ある程度できてしまうと、このくらいでいいやと自己満足してしまう傾向も強い。友人

関係は、表面上は仲良くしているように見えるが、内面では互いに牽制したり、よく思っていない

こともある。また、思っていることをなかなか口に出せずに、自分自身の中にためてしまうことも

ある。生活面では、幼さから素直な面も見られるが、人に対して冷めた見方をする生徒もいる。ま

た、何か問題があったときに正直に名乗り出る雰囲気はあるが、どんな場面でも、そうなることを

担任としては強く願っている。

３）研究仮説との関わり

・教材（資料）の開発や工夫

自らの経験の自作資料を用いることにより、誰にでも起こりうるような身近なものと捉えてもら

いたい。また、プリントを見えないようにして、４枚一度に配ることにより、次への期待感を高め

たい。

・評価の工夫

ワークシートに書かれた内容や感想を授業中や授業後に交流することによって、自己理解や相互

理解につなげていきたい。

３．本時の展開

１）ねらい：木村さんの取った行動を考えることを通して、誠実に生き、その結果に責任を持って行動

しようとする心を育てる。
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２）展 開

学 習 内 容 生 徒 の 反 応 指導上の留意点

導 ○最近の自分を振り返

入 「最近、失敗したなぁと思ったことは何ですか？」 り、本時の題材への

プロローグとする。

○最近、失敗したなぁと思ったことは

何か考える ◎発表する

展 つ ○状況説明 ＊１（教師による範読） ◎内容をつかむ ・ 配布プリント・ワークシート

開 か

む 「ぶつけた直後、木村さんはどんなことを考えたと思いますか？」

○ぶつけた直後の木村さんについて考 ・ヤバイ！ ・どうしよう？ ・直感的に感じたこと

える ・逃げよう！ ・急がなきゃ！ を考えさせる

・持ち主探さなきゃ！

◎発表する

考 ○状況説明 ＊２（教師による範読） ◎内容をつかむ ・プリント１枚めくる

え

る 「冷静になった今、あなたならどうしますか？」

○自分だったらどう行動するか考える ◎自分に置き換えて、どう行動す ・自分に置き換えて考

るかプリントに記入 えさせるようにする

・そのまま披露宴会場に向かう

・戻って館内放送を入れてもらう

・持ち主が来るまで待つ など

◎発表する

あ ○状況説明 ＊３（教師による範読） ・やっぱり逃げたのは良くない ・プリント１枚めくる

じ ・そういう方法があったか

わ ・きちんと謝らないと など

う

終末 ○今日の授業の感想をワークシートに ◎今日の授業の感想を書かせる ○評価

記入する 木村さんの行動を通

○状況説明 ＊４（教師による範読） して誠実に行動する

意欲が育ったか

○今回登場した木村さんは私自身だと ・口頭帰りの会

いうこと知る

＊１ 大型スーパーに駐車していて、出発するときに隣の車に接触したときのこと

＊２ 何もせずにその場を立ち去ったこと

＊３ 戻ってからの置き手紙のこと

＊４ 連絡がきた後の事後処理のこと

３）評 価：木村さんの取った行動を考えることを通して、誠実に生き、その結果に責任を持って行動

しようとする心が育ったか。
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氏名☆ワークシート☆

①
・ ・

・ ・

・ ・

②

感想（授業を通して感じたこと、考えたことなど）


